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それ は、 目下 売出し の 青年 探偵、 帆村荘 六に とって、 

あきら 

諦めよう としても、 どうに も 諦められない 彼 一生の 

大 醜態 だった。 

帆 村 探偵と もあろう ものが、 ヒョィ と 立って 手 を 伸 

ばせば 届く ような 間近 かに、 何時間 も 坐って いた 殺人 

犯人 をノメ ノメと 逮捕し 損った のだった。 いや、 そ 

れ どころではない、 帆 村 探偵 は、 直ぐ 鼻の 先で 演じら 

れ ていた 殺人事件に、 始めから 終い まで 一向 気がつか 



エネルギッシュ しんかいち しんじ S くがい あぶらなべ 

精力 的 な 新開地、 わが 新 宿 街 は、 さながら 油 鍋 のな 

かで 煮られて いるよう な 暑さだった。 その 暑さの なか 

を、 新 宿の 向う に 続いた A 町 B 町 C 町な どの 郊外 住宅 

地に 住んで いる 若い 人達が、 押しあった りぶ つかり 

合ったり しながら、 ぺ ー ブメン 卜の 上 を 歩いて いた。 

郊外 住宅 も 案外 涼しくな いものと 見える。 

帆 村 探偵 は、 ぺ ー ブメン 卜の 道 を 横に 切れて、 大き 

い ビルディングと ビルディングの 間の 狭い 路を 入る と、 

突 当りに 「麻雀」 と 書いた 美しい 電気 看板の あがって 

いる 家の 扉 を 押して 入った。 彼 は 暑さに もめげ ず 大変 

いい 機嫌だった。 というの も その 前夜で、 永らく ひつ 



かかって いた 某 大事 件 を 片付けて しまった その 肩の 軽 

あじ， P 

さと、 久しぶりの 非番 を 味う 喜びと で、 子供の ように、 

はしゃい でいた。 三年 こっち 病みつ きの 麻雀 を、 今夜 

は 思う存分 闘わして みょうと 思った。 

「あ、 こり や 大変 だ」 

と 帆 村 は、 麻雀 倶楽部の 競技 室の 力— テン を 開く と、 

同時に 叫んだ。 この 暑い のに、 文字通り 立錐の 余地の 

ない 満員だった。 

「いらっしゃ いまし。 今日は 土曜の 晚な もんで、 こう 

混ん でんの よ、 セン セ ー ッ」 

麻雀 ガ ー ル の豊 ちゃ んが、 鼻 の 頭に 噴き だした 玉 の 



と 一 番、 入口の 力 ー テンに 近いと ころに 背 を 向けて 腰 

を 下ろして いる 理科大学の 星 尾 助教授が 言って、 麻雀 

こま 

の 牌 を ガチャ ガチャと、 かきまわした。 

「太陽の 黒点なん か 蹴つ とばせ、 てえん だ。 —— や あ、 

いい もの を 引っぱつ てきた」 と 機嫌の よいの は、 仲間 

むか、, 

の 一人で、 星 尾 助教授の 対 門に いる 慶応ボ ー ィで 水泳 

選手 を やって いる 松 山 虎夫だった。 

「今日は、 ちっとも いいのが 来ない わ」 と 松 山の 左手 

に 坐って いた 川 丘 みどりが、 真紅に 濡れて いるよう な 

唇 を ギュッ と 曲げて 慨 いた。 そして 象牙の ように 真白 

つやつや こま 

で艷々 しい 二の 腕 をのば して 牌 を 一 つ 捨てた。 



-っ しろ 

助教授の 背後に よりかかり、 永い 間 積極的な 態度 を 

とってい たこと、 それに 対して 星 尾 は、 すこし 迷惑ら 

しい 態度 をして いるの を 知って おかしかった。 

ごの 

第二 は、 松 山が スポ ー ッ 好みで、 

「ええい ッ」 

と 大声 を あげて 場に 積んで ある 麻雀 牌 を ひっぱ つ て 

くる こと だ。 気を付けて いると、 その 度に、 彼 は 麻雀 

めん きざ 

牌の 面に 刻みつ けて あるし るし をギュ ッと 強く 撫で ま 

おやゆび 

わした。 それが ために、 拇指の 腹が 痛くな リ はしない 

かと 思われた。 これ は 彼の 悪い 癖で ある。 

第三 は、 星 尾 助教授が、 大きい 和が りに 躍り あがつ 



「早く 医者に みて 貰いなさい、 僕、 すぐ 呼んで きたげ 

るから …… 」 と 園 部 は、 心配で 心配で いても 立っても 

居られな い という 様子 だ つ た。 

「みどりさん、 気分で も 悪い のかい」 

星 尾 助教授 も 競技の 手 を 休め て 言 つ た。 

「いいのよ ゥ、 直ぐな おる わよ」 

「だけど、 …… そり や 診て 貰った 方が いいです よ、 ね、 

ね」 と 園 部 は 今にも 馳け 出しそう な 姿勢 をす るので 

あった。 帆 村 は 思い あたる ところがあった。 例の 仲間 

のうちで、 川 丘み どリ をスポ ー ッ. マンの 松 山 虎夫と、 

星 尾 助教授と で 張り合つ ている という 世間 公知の かた 



も 頭が 痛むな どと 病気に なった のであろう か。 果して 

松 山 は 病気な のか しら。 帆 村の 脳髄のう ちに は、 ii: 時 

の 間に やら、 さまざまの 疑問が 湧いて いるのに 気が つ 

いた。 いや、 これ は 浅 間し い 探偵と いう 職業意識 であ 

る。 今夜 は 仕事 を 忘れて、 ただ 麻雀 を 打って いるので 

はない か。 つまらん こと は 考えまい。 —— 

そのうちに、 取りの こされて いた 星 尾と 園 部と み ど 

りの 三人 は、 もう 勝負 を 争う こと を あきらめ たもの か 

卓子 を 離れて、 この 室 を 出て 行った。 帆 村 探偵 は、 よ 

あんい 

う やく 安易な 気持に なって、 競技に 夢中 になる ことが 

できた のであった。 



時計 を 出して みると、 もう 十一 時 をす こし 廻って いた 

ホ —ル まば 

隣り の 広間に も 客 はもう 疎らだった。 豊 ちゃんが、 

睡 そうな 顔 をして、 近所の 商店の 番頭さん のお 相手 を 

していた。 

r 豊 ちゃん、 さよなら」 

「さよなら、 セン セ —— じゃなかった ホ— さん」 

「みんな、 もう 帰つ ちゃった かい」 と、 聞かで もよ い 

こと を 帆 村 はつい 訊いて しまった。 

「 お 嬢 さ ん に 、 園 部 さ んに シン チャン は、 今 帰る か ら つ 

て 帰った ばかりよ。 松 山さん だけ 奥に 寝て いる 害よ」 

「ナ 二、 松 山さん は 本当に 病気だった のか」 



「じ や、 僕、 みて つて やろう かな」 

そば こと ぴら 

帆 村 探偵 は、 傍の 小 扉 を あけて、 小さな 階段 をコト 

コトと 下って 行った。 下り 切った ところが 狭い 廊下に 

ぴろ へや 

なって いて、 そこに だ だつ 広い 室が ある。 そこ は、 こ 

の 建物に いる 皆の 寝室だった。 障子 を 開いて みると、 

果して そこに 寝床が 一 つ 敷いて あった。 頭が痛い とい 

うのに、 松 山 は 頭から 夜具 を ひっかぶって 寝て いた。 

「松 山さん、 松 山さん、 どうです か、 気分 は」 

と 帆 村 は、 だんだん 声 を 大きく していつ たが、 松 山 

はゥン とも スン とも 返事 をし なかった。 

(よく 唾って いる …… ) 



きびす 

帆 村 は、 そっと 障子 をし めて 踵 を 二三 歩、 階段の 方 

へ 引返した。 が、 なに を 考えた もの か 突然 彼 は、 ふた 

たび とってかえ すと、 障子 を ガラリ と 開け、 靴の まま 

ヅカヅ 力と、 松 山の 寝床に 近づいた が、 ポケットから 

点火器 を とりだして、 力 チッと 火 をつ ける と、 左手で 

静かに 枕元の 方へ さしだし、 一方の 右手 を 伸ばして 

夜具の 襟をグ ッと摑 むと、 ソッと 持ち あげてみ た。 

「呀ッ —— 」 

ライタ ー あわき いろ 

点火器の 淡黄色い 光に 照し 出された 一 つの 顔 は、 た 

しかに 松 山 虎夫の 顔で あるに は 相違なかった けれど、 

そこに は 最早 あの 活々 とした 朗 かな スポ ー ッ . マン 



松 山の 顔はなかった。 顔面 は ドス 黒く 紫色に 腫れ あが 

ナっ みあた 

リ、 両眼 は 険しく クヮッ と 見開いて 見え 能わざる 距離 

あえ 

を 見つめて いた。 喘ぎ 終った 位置に 明け 拡げられた 大 

きな 口腔のう ちに は、 弾力 を 喪った 舌が ダラ リと伸 

びて いた。 真白な 美しい 歯 並に は、 ネ バネバ した 褐色 

の 液体が 半ば 乾いた ように 附着して いた。 

「すっかり 事切れて いる —— どうやら 中毒死の よう だ。 

自殺 か、 他殺 か。 …… 」 

流石に 彼 は 狼 1 もみせ ず、 大きい 声 も 立てず、 だが 

眉宇の 間に 深い 溝 をう かべて、 なにごと か、 五分 間 ほ 

まと 

ど、 考え を 纏めて いるら しい 様子だった。 どこから 風 



かによ ぶと、 階下の 惨事 を、 手 短 かに 話 をして きかせ 

た。 声 を 出して はいけ ない と 言って 置いた けれども、 

「ま ァ、 松 山さん が 死んで るんで すって！」 

き ようがく 

と 驚愕 したので、 残って いた 人達 は、 早く も 事件が 

さと 

発生した こと を 悟って、 ゎッと 一時に 席 を 立とうと し 

た。 帆 村 探偵 は、 そこで 已むを 得ず、 名乗 リを あげて、 

御迷惑ながら、 係官が 到着して 一 応 取調べが すむ まで、 

御 一同 は 一 歩たり ともこの 室から 外へ 立 出で ないよう 

に 願いたい と 申 渡して、 一同 を 制した。 一方、 電話で、 

しょかつ けいさつ 

, J の 変死 事件 を 所轄 警察 へ 急報す ると 共に、 別室に 居 

たこの ビルディングの 番人に、 とりあえず、 死体の あ 



る 道 を巿内 電車で 終点まで ゆき、 そこから 急行 電車に 

乗り かえて 三つ 目の A 駅で 星 尾 は 降り、 小暗い 田舎道 

きゅう リ よう 

を 五 丁 ほど 行った 広い 丘 陵 の 蔭に 彼の 下宿が ある そ 

うで ある。 次の B 駅に 園 部 は 降りる。 家 は 駅の すぐ 近 

くで、 両親の もとに 住んで いる。 その また 次の C 駅で、 

川 丘み どり は 降りる。 駅の 前 を 斜に三 丁 ほど 入った と 

ころに 彼女の 伯母の 家が あって、 そこに 寄寓して いる 

とのこと であった。 

帆 村 探偵 は、 改めて 電話 を署 にかけ ると、 彼等の 帰 

宅 を 擁して、 即刻 現場へ 連れ戻って ほしいと 希望 をの 

ベた ので あつたが、 それ は 直ぐ さま 承諾され た。 



…：- J 

「私に も 二人の 関係が ハツ キリし ない」 と 河口 警部が 

云った。 「麻雀 ガ ー ルに ちょいと 訊いて みましょう」 

豊 乃が 呼び出されて、 例の 仲間に ついて 知っている 

こと を 全部の ベよ と 命令され た。 それ は 大体、 帆 村が 

前に 述べた ところと 大差はなかった が、 その外に こん 

な こと を 云 つ た。 

「松 山さん は、 みどり さんのお 家に 沢山の 補助 をして 

いるんで すって。 それ は 何でも 松 山さん のと ころへ、 

みどり さんがお 嫁に ゆく という 話合いが、 松 山さん と 

みどり さんのお 父 様の 間につ いている そうです。 しか 
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その後の 取調べ は、 翌日のお ひる 過ぎから 同じ 場所 

で 始められた。 

「松 山の 死体解剖の 結果、 自殺で はなく 他殺で ある こ 

ぼ し 

とが 判りました。 毒物 は 帆 村さん の 説のと おり、 拇指 

ま ひ 

から 入った もので、 死因 は 心臓麻痺、 毒物 は スト ロファ 

ンッス らしい とのこと で、 すべて 帆 村さん の 説と 一致 

していました」 

と 河口 警部が、 最初に 報告した。 



「それで は 私 も 御 報告 をして 置きましょう」 と 帆 村 探 

偵が、 いつに 似ず 元気の ない 口調で 云った。 「麻雀 

卓子の 附近に ついていろ いろと 集めた 資料 を 検査して 

みました が、 すこしも 犯人の 見当 はっきませんでした。 

はな は いかん ただ 

これ は 甚だ 遺憾に 思つ とります。 唯一 つお 目に かけ 

て 置きた いのは、 この 飯の 頭です (と、 前夜 卓子の 脚 

のと ころから 拾い あげた 針の とれて いる 銀の 頭 を 示し 

ながら) これ は 犯行に 関係の ある ものなん です。 ごら 

ん なさい、 この 飯の 頭 は 非常に 薄く 擦り へらされて 

います。 これ は 故意に そうな された もので、 この 鎖の 

頭に 小さい 穴が あいてい ますが、 この 鎮を 拇指の 腹で 



か ん しき かか リ 

鑑識 係に しらべさせた ところ、 例の 毒物が ついてい 

たのです」 

「星 尾に 当ってみ たかね」 と 検事が 訊いた。 

「早速 当ってみ ました。 が、 白状し ません」 

「そり やそうだろう。 星 尾に は 松 山 を 殺す 動機が す こ 

はくじゃく 

し 薄弱 すぎる」 

「そうで もありません よ、 雁金さん。 星 尾 は 理科の 先 

生です。 科学的な こと はお 得意の 害です。 それに 星 尾 

こ-つ リ ようどん や 

の 父親と いうの が 神 戸に 居ます が、 これ は 香料 問屋 を 

やって、 熱帯 地方から いろいろな 香水の 原料 を 買い あ 

さば アフリカ やくしゅ 

つめて は 捌いて いるので す。 阿弗利加の 薬種 を 仕入れ 



る 便利が 充分あります。 それから 星 尾 は、 すこし 変態 

性欲 者 だとい う 評判です。 それから 湯呑み 茶碗 を ひつ 

くりかえ したの も、 兎に角、 彼でした。 彼の 犯行現場 

-っ しろ 

が 帆 村さん の 眼に 入らなかった の は 先生 背後 を 向けて 

いたから です」 

そう 云えば 帆 村 は、 星 尾の 牌が よく 見える ところ か 

ら、 それば かりに 気 をと めて、 其の 行動に は 余り 注意 

をして いなかった。 警部の 指摘した 証拠 は、 たしかに 

星 尾に 濃厚な 嫌疑 を かけて よい もの だ つ た。 

そこで 一 同の 前に 星 尾が 引っぱり 出される ことに 

なった。 脱脂綿と 毒物の 出 所に ついて 自白 を 迫った の 



れは B 駅 を 下りた ところで 店 をし まい かけた 夜店の 商 

人から 買った の だとい う。 

「何故、 君 は B 駅で 降りないで、 一 つ 手前の A 駅で 降 

りたので すか」 と 帆 村が この 時、 横合いから きいて み 

た。 

「あの 晚は いやな 気持に なった ので、 星 尾 君と すこし 

歩いて みるつ もりだった のです」 と 歯切れの よい 言葉 

で 園 部 は 答えた。 

じんもん 

次に 念の た め 麻雀 ガ —ル の豊 乃が 訊問 をう ける こと 

になった。 いろいろと 訊いて いるう ちに 豊乃 は、 とう 

とう 泣き出して しまったが、 最後に のべた こと は、 係 



では あるまい と 思われる が、 一 応第 四と してみ たが、 

さて これ ぞと 思う 有力な 証拠 も あがらなかった。 事件 

は 文字 どお リ迷宫 へ 入って しまったの である。 
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そのよ と こも 

其 夜、 帆 村 探偵 は、 彼の 研究室に 閉じ籠って、 事件 

の 最初から 今日の 調べのと ころまで 幾度と なく、 復習 

をして みた。 考えて みると、 星 尾と みどりの 嫌疑の 濃 



厚な のに 比べて、 園 部に ついては 殆んど 考える ことが 

なかった。 しかし、 それ は 本当にな にも 疑うべき 点が 

無い のであろう かと、 帆 村 探偵 は 一時、 仮装 殺人 を 園 

部の 上に うつして 考え直して みた。 

的確なる 証拠と いう ものはなかった けれども、 疑え 

ば 二) 園 部が 湯呑み 茶碗 を わざと 倒され やすい 場所 

に 出して 置いた と考えられる こと。 (二) みどりが 気 

ろ うば い 

分が悪いと 云った ときに 彼が 非常に 狼狽した の は、 彼 

こま 

が 牌に 塗りつ けた 毒物が みどり を 犯した ので はない か 

と危ん だせいで は あるまい か。 (三) 園 部の 座席 は 一 

番 隅で 毒物 を 塗ったり、 あとで 毒物 を 脱脂綿で 拭った 



りする の を 秘密に やり やすい こと。 (四) 星 尾が 脱脂 

綿 を 落した こと を 園 部が 刑事に 教えた の は、 他の こと 

について は ロを緘 して 語らない 彼と して は、 不審な 行 

動と 思われな いこと もない こと。 (五) 園 部が、 わざと 

星 尾と 同じ 駅に 下車し、 しかも 人殺しの 兇器に なり そ 

うな 文鎮 を 買って 持って いた ことな ど、 不審と 言えば 

不審で ある。 けれども それ は 全くの 不審に すぎない こ 

とで、 証拠と して 残された もの は 一 つもない ので ある 

だんざい 

から、 まことに 根拠 は 薄弱で、 断罪の 日に は 「証拠 不 

十分」 として 裁判官から 一蹴され るべき 性質の もの 

だった。 



この 個條書 を、 くりかえし 眺めて いた 彼 は 突然、 

「こり や、 可笑しい ぞ」 

と 眩いた。 

(五) の個條 のと ころで、 園 部が 文鎮 を 買った こと を 

指摘して いるが、 若し これ は 園 部が 星 尾 を 帰宅の 途中 

で 殺害す るつ もりで 用意した ものと すると、 一体 園 部 

は どんなき つ かけから 星 尾 を 殺す 決心 を 急に 起した の 

であるか。 そんな 下手な 殺し 方 を すれば 彼のした こと 

は 直ぐ 判明す る 害であった。 それが 判らぬ 彼で はない 

のに、 敢えてそう したの は、 急に 何 か 星 尾に 握られた 

ものが あつたの では あるまい か。 刑事が 行き 合わな 



で 友の 一 人 を 殺し、 他の 二人の 友人に 濃厚な 嫌疑 を か 

ける ことに 成功して いる。 容易な ことで は 園 部に 自白 

を 強いる こと はでき ない。 

帆 村 探偵 は 苦しそう な 呻き 声を洩 しつづけて、 もの 

の 三十 分 も 考えて いたが、 驢て 〔# 「纏て」 は 底本で は 

やがて おももち 

「鑣て 匕 急に 輝かしい 面 持に なって 立ち あがる と、 宿 

わずら 

直の 警官 を 煩わして、 雁金 検事 や 河口 捜査 課長の 

りんせき 

臨席 を 乞うた 上で、 園 部 を ひっぱり 出した。 園 部 は、 

割ム S に 元気に、 美しい 顔 を ニコつ かせて 帆 村の 前に あ 

ら われた。 それ は 如何にも 自信 あり 気に 見えて、 帆 村 

てきがいしん 

探偵の 敵 鼠 心 を然ぇ あがらせた。 



を 拭く こと を 忘れて しまった のです。 —— そこで 園 部 

さん、 君の 指紋 をち よいと 取らせて いただき たいんで 

す 力 」 

がんしょく そうはく 

園 部の 顔色 はこのと き 急に 蒼白に 変じ、 身体 をブ 

ル ブルと 震わせた が、 

「すまない、 松 山 君！」 

そういうと、 背後へ ドウと 倒れて しまった。 

4f 4f 氺 

「あの 銀の 頭に 犯人の 指紋 はない と、 君 は 言った では 

ないか」 

と 雁金 検事が 不審そう に、 あとで 帆 村に 訊いた。 
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